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昭和54年２月15

人 口 と 世 帯

54.2.1現在

（餽月比）

男5.796 人 （－ １）

女6  靆 35人(  十 4 )

計 .931 人 （十 剛

世帯 数2  63  ( 十 3 )

７９

2月

おもな内容

〇県北 浄化セン ター設 題へ前 進…… ２

０ 圧!J長と 膕業 両年と の懇談 会‥･２～３

０ 春先は 火災 の多発 期…… …… ４一一５

０ あの 人こ の 人（ 樋口弥太郎さん)  4  ~ 5

０ 公民 館だよリ …………… …… ６～７

０ 易集 作文発 裏…… … … … … … …８

０ 申告は ３ 月15 日 までに… ……… …９

０おしら せ ………… ……… ……… …10

地 域医 療 に情 熱 を 燃 や す

菊 地 由 美 子 さ ん(  23 歳 )

｛藤田字呷尻二,43.久次郎さんの２女｝

・公立藤田総合病院中央検査部に勤務し て１

年。｡現在15名のスタッフ中の巷きホープ 、●

床検査技師の一員である。

彼女は 。類立循生鍔合李校臨床検 査課卒業
で 。国客試験15 見事に合椙 、地元の病院を 希

望し て就職『 恤鱸の医療業務の一員と｡し て私

がお役に立ちま１ならば……』と腫 瘤に腿る。

不恩朧にオジイチャン 、オパアチ ヤン の患

者さんに好かれるタイプ。本人は小さな 工う

ポをつくりながらr 若い男體に好かれてほしI

いのだがナー」と本音をもら す。

淵々い両 親の羮悁のもとで育てられた観女
は、明るい性格と ユーモアのセンスを枸った

お嬢さんである。
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県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
設
置
へ
前
進

議
会
で
賛
成
決
議

徳
江
川
原
地
区
を
予
定
地
と
し
て
折

衝
が
進
め
ら
れ
て

い
た
県
北

浄
化
セ
ン

タ
ー
の
設
置
計
画
は
、
昨
年
十
二
月
の

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
賛
成
決
議
さ

れ
、
迷
設

に
向

か
っ
て
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
阿
武
隈
川

流
城
下
水
遺
事
業
の
県
中
浄
化
セ
ン
タ

ー
｛
郡
山
｝
と
並
ぷ
中
心
事
業
で
、
福

島
市
を
は
じ
め
と
す
る
伊
達
、
桑
折

、

保
原
、
梁
川
、
国
見
の
県
北
一
市
五
町

が
加
わ
っ
た
広
城
圈
事
業
で
す
。

処
理
叶
画
面
積
一
万
六
十
一
に`
、
叶

凾
人
口
三
十
六
万
五
千
人
に
お
よ
ぴ
、

総
額
八
百
五
十
億
円
、
完
成
が
昭
和
七

十
年
と
す
る
大
規
模
な
針
画
で
、
昭
和

四
十
九
年
五
月
、
そ
の
基
本
構
想
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
わ

が
町
の
徳
江
川
原
地
区
が
、
各
市
町
か

ら
下
尽
を
通
し
て
集
ま
っ
た
汚
水
の
終

末
処
理
場
「
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
の
予
定

地
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
叶
画
で
は
、
徳
江
川
原
地
区
の

桑
園
や
果
樹
園
四
十
二
㎞
が
つ
ぶ
れ
る

こ
と
に
な
り
。
予
定
地
権
者
は
も
ち
ろ

ん
。
町
議
会
も
反
対
の
態
度
を
表
明
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
四
年
の
問
に
、

県
な
ど
の
強
い
嬰
謫
も
あ
り
、
先
進
地

観
察
や
研
究
会
を
重
ね
、
前
向
き
に
取

組
ん
で
き
た
結
果
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
必

要
性
を
認
め
る
方
向
に
変
わ
り
、
先
の

定
例
破
会
で
賛
成
十
八
、
反
対
三
で
賛

成
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
四

年
ぶ
り
に
新
段
階
を
迎
え
た
わ
け
で
。

こ
う
し
た
勣
き
と
併
せ
て
県
で
も
＊
挌

的
な
交
渉
に
入
る
見
込
み
で
す
。

し
か
し
。
予
定
地
権
者
の
反
対
も
根

強
く
何
と
い
っ
て
も
一
番
は
土
地
を
失

つ
た
あ
と
の
生
活
の
こ
と
、
そ
れ
か
ら

環
境
衛
生
の
こ
と
、
い
っ
た
い
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
不
安
や
疑
問
は
無
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し

て
、
県
を
は
じ
め
関
係
者
は
、
予
定
地

権
者
や
地
元
の
人
達
と
、
鰔
奪
を
持
っ

た
納
碍
の
い
く
話
し
合
い
を
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

現
在

に
至

る
ま
で

の

お

も
な

動
き

四
十
八
年
十
月

濕
梟
市
計
面
課
が
流
城
下
水
道
の
総

合
計
画
の
概
要
を
脱
明

四
十
九
年
二
月

阿
武
隈
川
上
流
県
北
流
域
下
水
道
促

遣
協
議
会
を
設
立

会

長

櫂
鳥
市
最

副
会
長

桑
折
町
長

理

事

伊
達
町
長
、
国
見
町
長

監

事

保
原
町
長
。
梁
川
町
長

四
十
九
年
五
月

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
用
地
に
徳
江
地

区
を
要
請

四
十
九
年
六
月

位
置
の
変
更
を
陳
情

四
十
九
年
九
月

町
議
会
で
反
対
決
議
を
採
択

五
十
年
七
月

地
権
者
へ
最
初
の
説
明
会

五
十
年
七
月

地
権
者
よ
り
反
対
陳
情

五
十
年
十
月

町
長
が
町
議
会
全
員
協
議
会
で
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
必
嬰
性
を
説
明
し
、
処

理
場
受
入
を
表
明

五
十
年
十
二
月
～

地
権
者
説
明
対
策

五
十
三
年
十
二
月

町
臨
会
、
反
対
決
議
を
撒
回

五
十
四
年
一
月

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
陳
情
団
体

と
町
議
会
と
の
懇
談
会

町
の
将
来
を
展
望
す
る

町
長
と
農
業
青
年
と
の
懇
談
会

昭
和
五
十
三
年
度
の
農
業
青
年
と
の

町
勢
懇
談
会
が
、
一
月
二
十
二
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
国
見
町
農
協
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
青
年
会
議
所
や
輪
耕

会
な
ど
町
の
将
来
を
担
う
農
業
青
年
達

と
町
長
が
、
町
の
現
状
と
展
望
に
つ
い

て
話
し
合
う
も
の
で
、
こ
の
日
は
農
業

青
年
二
十
五
名
、
俺
藤
町
長
．
引
地
農

業
委
員
会
会
長
、
大
内
産
業
課
長
な
ど

が
出
席
し
ま
し
た
．

懇
談
会
は
．
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て

お
い
た
質
問
事
項
に
町
長
が
答
え
る
も

の
で
、
午
後
五
時
ま
で
白
熱
し
た
議
論

が
展
開
さ
わ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
大
き
な
問

朗
で
あ
る
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
は
今
、
厳
し
い
試
練
を
受
け
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
農
政
の
挂
と
し

て
推
進
さ
れ
て
い
る
水
田
利
用
再
編
対

漿
は
、
二
年
め
を
迎
え
、
そ
の
前
途
を

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
と

い
う
の
も
、
も
は
や
緊
急
避
難
的
な
間

に
合

わ
せ
の
対
応
は
許
さ
れ
な
い
か
ら

で
す
。

さ
て
、
第
一
年
度
の
昨
年
は
、
わ
が

町
で
は
転
作
目
標
は
違
し
た
も
の
の
、

そ
の
中
昧
に
お
い
て
様
々
の
問
題
を
含

ん
で
お
り
、
水
田
利
用
再
櫑
の
布
石
が

で
き
た
と
は
い
い
が
た
い
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
日
は
五
十
三
年
の
成
果

と
五
十
四
年
の
誘
導
計
画
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

前 途 が問 わ れる･

水田利用再編対策

成果と今後の課 題



ほ
場
整
備
に
つ
い
て

大
木
戸
　
松
浦
万
助

血
十
四
年
度
は
残
り
の
全
工
区
が
ほ

鳩
整
備
さ
れ
る
と
恩
つ
て
喜
ん
で
い
ま

し
た
が
、
予
算
化
が
む
ず
か
し
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
最
近
聞
き
ま
し
た
。

本
当
で
し
ょ
う
か
。

町
長

四
工
区
、
五
工
区
は
何
と
か
面

つ
ぶ
し
だ
け
で
も
全
部
終
り
た
い
考
え

で
県
と
交
渉
中
で
あ
る
。
現
在
、
明
白

な
回
答
は
な
い
が
、
減
反
と
の
か
ら
み

も
あ
る
の
で
予
算
化
が
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

面
は
場
整
姆
の
中
で
の
義
務
減
反
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ま
た
、

農
業
を
産
業
の
中

心
と
し
て
進
め
る
た

め
に
も
町
長
さ
ん
と
も
っ
と
話
し
合

い

を
す
る
機
会
を
も
う
け
て
も
ら
い
た
い
。

町
長

ほ
場
螯
鑽
の
当
初
よ
り
の
条
件

と
し
て
、
一
〇
％
は
畑
作
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
通
年
施
行
の
面
積

が

増
加
に
な
っ
た
の
で
割
当
が
多
く
な
っ

た
。
若

い
人
達
と
の
話
し
合
い
は
、
こ

ち
ら
か
ら
も

ぜ
ひ
お
願

い
し
た

い
。

③
大
而
禎
転
作
者
へ
の
優
遇
捨
置
は
あ

る
の
か
。

町
長

五
十
三
年
は
町
独
白
で
予
算
化

し
て
実
施
し
た
が
、
該
当
者
は
少
な

か

つ
た
。
今
後
は
。
再
編

促
逃
協
議
会
と
協
議
し

て
対
処
し
て
い
き
た

い
。

の
換
地
委
員
の
任
務
に

つ
い
て

お
し
え
て
ほ
し

い
。

町
長

土
地
改
良
事
業

を
や
る
場
合
、
換
地
委

員
は
必
需
で
あ
り
、
公

平
な
立
場
で
全
体
を
は

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
土
地
の
変
助
と
数

字
の
組
合
わ
せ
な
ど
大

変
む
ず
か
し

い
仕
事
で

あ
る
。

町長と懇談する農集青年たち

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

森
江
野
　
村
上
義
敬

の
町
が
事
楽
を
促
進
す
る
に
は
そ
れ
な

り
の
理
由
と
将
来
に
つ
い
て
の
檎
想
が

あ

る
と
思
う
が
、
具
体
的
に
お
願

い
し

た
い
。

町

長

予
定
地
周
辺
を
市
街
化
地
域
に

し
て
ほ
し
い
と
県

に
強
く
要

求
し
て
い

る
が
、
飛
び
地
で
無
理
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
閥

斃
を
考
え
て
い
る
。

②
ａ

ｌ

さ
れ
れ
ば
、
集
団
化
さ
れ
た
桑

園
や
桃
団
地
が
な
く
な
り
、
ま
た
国
兇

の
特
産
の
果
物
に
紂
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

低
下

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
…
…
…

町
長

佃
人
と
の
代
瞥
で
は
な
く
、
他

地
に
集
団
化
し
た
団
地
づ
く
り
を
考
え

て

い
る
。
イ
メ
ー
ジ
低
下
に
は
な
ら
な

い
と
思
う
。
現
在
あ
る
と
こ
ろ
は
低
下

等
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

③
公
害
に
つ

い
て
。
工
場
排
水
の
中

に

重
金
属
が
含
ま
れ
て
い
な

い
か
。
ま
た

汚
泥
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
投
棄

ま
た
は
再
利
用
さ
れ
る
の

か
。

町
長

皿
金
属
は
外
に
流
出
で
き
な
い

こ

と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
査
察
を
重
点
的
に

行

い
、
公
書
の
発
生
を
防
ぐ
。
ま
た
、

汚
泥
は
、
衛
生
的
に
処
理
し
、
水
分
を

取
り
除

い
た
あ
と
、
田
畑

や
山
林
に
、

さ
ら
に
建
設
資
材

に
も
利
用

す
る
ほ
か

埋
立
処
分
も
行
う
。

昨
年
の
成
果

川
速
成
率

わ
が
町
に
お
け
る
転
作
の
目
標
而
禎

は
六
十
七
ｈ
で
し
た
が
、
最
終
と
り
ま

と
め
に
お
い
て
八
十
一
ｈ

が
実
施
さ
れ

一
ニ

ー
％
の
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
全
国
一

ニ
ニ
％
、
東
北
一
一
六

％

県
一
一
八
％
、
伊
達
耶
一
二
六
％
）

叨
転
作
作
物

大
豆
、
牧
草
な
ど
の
特
定
作
物
が
四

十
五
ｈ

で
五
六
％
を
占
め
て
お
り
、
転

作
作
物
の
主
流
を
構
成
し
ま
し
た
。
果

物
は
全
体
の
八
％
で
し
た
が
、
新
橋
は

極
め
て
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

目
標
面
禎
消
化
の
一
手
段
と
し
て
実

施
さ
れ
た
青
刈
イ
ネ
は
一
四
ａ
で
し
た
。

圀
水
田
預
託

農
協
へ
の
預
託
は
全
く
な
く
、
佃
人

的
に
委
託
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

圃
計
画
加
算
対
象

地
域
的
に
話
し
合
っ
て
集
団
化
を
進

め
、
加
算
金
を
も
ら
わ
れ
る
対
象
と
な

る
地
域
は
一
つ
も
な
く
、
集
団
化
の
む

ず
か
廴
さ
が
つ
く
づ
く
略
じ
ら
れ
ま
し

た
。

０
集
団

化

わ
が
町
は
水
田
而
積
も
少
な
く
、
價

個
の
水
田
所
有
面
積
も
狭
小
で
あ
り
、

転
作
な
ど
の
創
当
面
積
も
小
さ
い
た
め
、

本
来
な
ら
ば
集
団
化
に
よ
っ
て
転
作
物

の
生
産
性
を
高
め
つ
つ
定
着
さ
せ
る
方

向
で
推
違
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

水
田
面
積
の
少
な
い
こ
と
が
迎
に
集
団

化
を
阻
書
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
集
団
化
に
よ
っ
て
水
稲
作

付
が
皆
無
に
な
る
農
家
が
か
な

ヴ
出
現

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
。
膜
民
の
。

「
最
低
で
も
保
有
米
確
保
」
の
意
識
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

五

十

四

年

度

の

取

り

組

み

と

基

本

的

な

考

え

方

山
間

に
合
わ
せ
的
な
対
応
を
解
消
し
、

町
の
農
葉

に
組
込
ま
れ
、
か
つ
定
着
す

る
転
作
の
鵬
導
を
基
本
と
し
て
、
効
率

の
よ
い
土
地
の
利
用
を
図
っ
て

い
き
ま

す
。

閙
当
面
お
よ
び
今
後
の
課
題

ア

水
田
土
壌
統
の
整
理
と
各
土
壌
統

ご

と
の
転
作
条
件
整
備
の
方
法
、
お
よ

ぴ
遮
す
る
転
作
物
の
選
定
を
す
る
。

イ

転
作
作
物
の
明
確
な
遥
定
と
、
定

着

を
加
堤
と
し
た
町
の
農
葉
の
具
体
的

な
設
定
を
図

る
。

ウ
幡
作
体
系
の
確
立
を
図

る
。

エ

集
団
転
作
の
具
体
的
な
計
画
と
誘
導

（
地
域
集
落
作
物
を
明
確
に
し
、
管

理
体
系
、
経
営
指
標
を
組
立
て
る
）

を
図
る
。

オ
ほ
堝
条
件
整
爾
事
業
の
積
極

的
導
入

お
よ
ぴ
資
金
の
活
用
推
進
を
図

る
。

力
優
良
種
子
の
確
保
を
図
る
。

キ
技
術
指
導
の
強
化
（
土
壌
改
良
、
溘

害
対
策
、
土
敏
条
件
か
ら
来

る
痢
書
。

生
理
陣
害
の
技
術
対
策
の
確
立
、
特

定
作
勧
栽
培
技
術
の
向
上

）
を
図
る
。



春
先
は
火
災
の
多
発
期

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

二
月
、
三
月
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
多

く
、
加
え
て
暖
房
器
具
な
ど
の

火
気

使
用

な
ど
も
あ
っ
て

、
一
年
の
う

ち
で
も
火
災
の
多
い
時
期
で
す
。
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
も
多

く
、
五
十

二

年
は
、
こ
の
二
か
月
間
で
年
周
死
者
の
約
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
二
月
二
十

八
日
か
ら
三
月
十
一
二
日
ま
で
、「
呑
の
全
国
火
災
予

防
連
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

”移
動

す

る
火
元

”

た
ば
こ
が
原
因
の
ト
ッ
プ

出
火
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、
た
ぱ

こ
の
不
始
末
で
、
昭
和
三
十
五
年
以
来

連
続
十
八
年
間
、
件
数
・
損
害
碩
と
も

に
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て
い
ま
す
。

五
十
二
年
中
の
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

は
、
全
国
で
九
千

六
十
九
件
発
生
し
、

損
書
額
は
約
百
二
十

】
喙
円
と
前
年
の

五
十
一
年

に
比
べ
て
十
四
億
円
も
増
え

て
い
ま
す
。

さ
て
、
愛
煙
竃
は
全
国
で
約
三
千
五

百
万

人
。
つ
ま
り
。
国
民
の
三

人
に
一

人
が
、
一
日
当
た
り
男
性
約
二

十
四
＊

、

女
性
約
十
六
夲
ト

ト
合
針
す
る
と
、
一

日
に
全
国
で
約
八
傳
二
千
五
百
万

本
も

の
た
ば

。・
』
が
吸
わ
れ
て

い
る
針
算
に
な

り
ま
す
。

喫
煙

は
、
朝
起
き
て

か
ら
夜
寝
る
ま

で
、
し
か
も
時
と
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
た
ぱ
こ
と
い
う

”さ

謇

は
喫
煙
者

と
と
も
に
移
助
し
。

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
一
歩
間
違
え
ば

出
火
の
原
因
に
な
る
危
険
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

た
ば
こ
は
、
火
源
と
し
て
は
小
さ
い

が
、
燃
娩
置
度
は
七
〇
〇
度
～
八
〇
〇

度
で
す
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

こ
の
温

度
以
下

で
着
火
す
る
可
燃
物

が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
う
方
は
、

い
ま
一
度
正

し
い
喫
煙
管
理
の
実
行
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

た
き
火
に
よ
る
火
災
増
え
る

出
火
原
因
で
、
た

ば
こ
に
次
い
で
多

い
の
が
。
た
き
火
で
す
。

た
き
火
の
場
合
、
最
も
多
い
の
が
延

焼
拡
大
。
つ
ま
り
、
た
き
火
の
火
が
だ

ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
き
、
手
が
つ
け
ら

れ
な
い
ま
ま
火
災
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
も
の
が
、
全
体
の
七
割
。
次

い

で
。
火
の
粉
の
飛

び
火
二
八
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

二
月
、
三
月
は
空
気

が
乾
燥
し
、
か

つ
強
風
の
吹
く
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
た
き
火

に
は
、
き
わ
め
て

危
険
な
季
節
と
い
え
ま
す
。

た
き
火
か
ら
の
火
の
粉
が
強
風
に
よ

っ
て
飛
び
火
し
、
乾
燥
し
、
か
孳
や
山

林
の
下
草
、
家
屋
な
ど
に
着
火
し
て
火

事
に
な
る
危
険
性

が
高
い
の
で
す
。

た
き
火
は
。
次
の
点
に
ご
注
意
を
。

①
強
い
風

の
吹
く
と
き
は
し
な
い
。

劭
阨
囲
に
纖
え
や
す
い
も
の
の
な

い

い
広
い
場
所
を
選
ぶ
。

劭
禾
の
は

い
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す

る
な
ど
、
消
火
の
串
備
を
し
て
お
く
。

終
わ
っ
た
ら
水
を
か
け
、
完

全
に
消
す
。

④

多
量
に
物
を
燃
や
す
と
き
は
、
消

防
署
に
届
け
出

る
。

⑤
子
供
や
老
人
だ
け
で
は
た
き
火
を

し
な

い
。

あ
の
人
こ
の
人

国
兄
町
消
防
団
長
樋
口
弥
太
郎
き
ん

（
藤
田
字
南
五
八

）
は
、
町
内
最
大
の

組
織
力
を
有
す

る
町
消
防
団
の
最
高
責

任
者
で
あ
る
と
と
も
に
。
名

実
と
も
に

町
の
消
防
に
半
生
を
捧
（
さ
き
）
げ
て

き
た
。

昭
和
十
一
年
、
廊
田
町
消
防
手
と
し

て
入
団
以

来
、
消
防
一
筋
四
十
有
余
年
。

幾
多
の
変
遷
を
繰
り
返
し
、
今
日
に
到

る
ま
で
の
苦

労
は
想
像
に
甦
く
な

い
が
、

温
厚
篇
実
、
何
事
も
善
意
に
解
釈
す
る

人

柄
の
良
さ
が
人

々
の
信
望
を
集
め
、

こ
こ
ま
で
支
え
て
き
た
と
い
っ
て
も
言

い
遇
ぎ
で
は
あ
る
ま

い
。

国
見
町
消
防
団
は
団
員
数
三
百
二
十

七
人
。
旧
町
村
ご
と
に
第
一
分
団
か
ら

第
五
分
団
ま
で
あ
り
。
活
助
の
多
く
は

こ

の
分
団
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
「
そ
れ

ぞ
れ
分
団
長
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
お

い
て
、
防
火
水
槽
や
道
路
の
様
子
な
ど

頭
に
入
れ
、
い
つ
で
も
対
応
で

き
る
よ

う
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
夜
警
も
各
分
団
ご
と
に
行
っ
て

い

る
Ｊ

夜
警
は
初
午
（
う

・`
）
か
ら
八
十

八
夜
ま
で
毎
日
午
前
四
時
頃

ま
で
。
そ

の
ほ
か
風
の
強
い
日
は
も
ち
ろ
ん

警
戒

に
あ
た
る
。
人
々
が
安
ら
か
な
寝
息
を

た
て
て
い
る
頃
、
消
防
団
員
の
見
回
り

ま
続
く
。

″
。

と
こ
ろ
で
、
町
消
防
団
の
最
大
の
行

事
は
年
に
一
回
行
わ
れ

る
点
検
。
こ
れ

は
、
機
械
器
具
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
全
消
防
団
員
が
い
つ
で
も
一
つ
の
目

的
に
向
か
っ
て
行
助
で
き
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
服
装

。
態
度
。
機
敏
さ
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
消
防
団
員

と

し
て
適
性
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認

す
る
の
で
あ
る
。

町
長
と
団
長
の
見

守
る
中
、
一
糸
乱

れ
ぬ
行
助
は
見
事

で
あ
る
。

『
一
軒
の
家
に

火
が
つ
い
て
か
ら

燃
え
つ
き
る
ま
で

約
十
八
分
。
多
少

の
差
は
あ
れ
木
造

の
上

障
子

。
量
な

ど
燃
え
や
す
い
も

の
が
そ
ろ
っ
て
い

る
日
本
の
家
屋
は

国見町消防団長

んさ郎太弥囗樋



一
分
で
も
一
秒
で
も
早
く
消
火
を
１
．

や
は
り
日
頃
の
心
構
气

訓
練
が
最
も

大
切
」
と
触
つ

ぼ
く
躇
る
。

昭
和
五

十
一
年
、
樋
口
さ
ん
は
他
町

の
消
防
組
織
と
し
て
は
例
の
な
い
、
画

期
的
な
再
編
成
五
ヵ
年
計
画

に
取
り
組

ん
だ
。
こ
れ
は
。
そ
れ
ま
で
三
百
五
十

人
ほ
ど
い
た
団
員
の
う
ち
百

人
ほ
ど
を

減
ら
し
、
常
に
地
域
に
い
る
可
能
性
の

多

い
自
営
業
の
人
を
中
心
に
、
少
数
禎

鋭
主
義
で
、
確
実
な
、
そ
し
て
強
力
な

組
識
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
目
的
で
あ

る
。
『
昭
和
四
十
七
年
、
常
爾
消
防
組

合
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
消
火
力
は

充
実
し
て
き
た
。
そ
れ
を
フ
ル
に
刊
用

す
る
と
曹
っ
た
ら
酋
葉
が
悪
い
が
、
わ

れ
わ
れ
は
地
域
に
即
し
た
消
防
を
。
つ

ま
り
、
初
期
消
火
と
予
防
消
防
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
忿

と
い
っ
て
も
弱
体

化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
五
ヵ
年
計
画

で
各
分
団
に
完
成
消
防
自
助
を
購
入
、

完
成
車
一
台
は
百
人
に
匹
敵
す
る
と
い

う

か
ら
、
有
略
の
場
合
は
機
動
力
を
発

押
す
る
だ
ろ
う
。

昨
年
は
、
日
本
消
防
協
会
関
係
で
、

イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
の

消
防
事
愉
を
視
瞭
。
類
焼
の
ほ
と
ん
ど

な
い
西
欧
と
日
本
と
で
は
比

ぺ
る
す
べ

も
な
い
が
『
日
本
の
消
防
は
秀
れ
て

い

る
』
と

い
う
感
を
強
く
し
て
き
た
そ
う

だ
。現

在

『
ぽ
兄
町
消
防
史
』
づ
く
り

に

熱
意
を
燃
や
し
て

い
る
。
「
ま
だ
資
料

集
め
の
段
階
だ
が
、
単
な
る
消
防
史
で

は
な
く
、
世
の
中

の
移
り
変
り
や
人
々

の
生
活
に
密
着
し
た
本
に
し
た

い
」
。

数
々
の
表
彰
が
あ
る
が
、
四
十
四

年
。

日
本
濱
防
庁
長
富
表
彰
を
受
章
。
消
防

一
心
に
捧
げ
て
き
て
な
お
あ
り
余
る
隋

熱
を
、
隋
遣
の
指
導
と
消
防
思
想
の
啓

蒙

に
費
や
し
て

い
る
。『
消
防
団
員
は
私

欲
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ね

に
公

平
無
私
、
睥
り

と
責
任
を
持
ち
、
人
々

が
安
心
で
き
る
生
活
を
守
る
の
を
最
大

の
任
務
と
す

る
に一
。

こ
の
言
葉

が
、
樋

口
さ
ん
の
す
べ
て
を
象
徴
し
て

い
る
。

明
治
四
十
三
年
二
月
生
ま
れ
。

消
防
団
い
ま
む
か
し

江
戸
時
代
の
儒
者
、
荻
曵
徂
徠
が
江

戸
の
町
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
。
八
代

将
軍
吉
憲
に
町
組
織
の
。火
消
し
組
を
設

け
る
べ
き
だ
と
進
倉
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
で
き
た

Ｉ
店
火
消
し
」
が
、
組
繊

化
へ

の
第
一
歩
で
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の

「
店
火
消
し
」
が
も

と
に
な
っ
て
享

保
三
年
（
一
七

一
八

）

に
町
火
消
し
が
で
き
、
翌
年
に
い
ろ
は

四
十
八
組
が
編
成
さ
れ
、
本
格
的
な
町

火
消
し
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
百
五
十
年
絖
い
た
町
火

消
し
も
明
治
維
新
を
墳
と
し
て
消
防
組

（
明
五
）
１
警
防
団
（
昭
一
四

）
↓

消

防
団

（
昭
二
二

）
と
改
組
さ
れ
、
昭
和

二
十
一
‘一
年
に
は
、
消
防
組
織
法
が
施
行

さ
れ
て
、
現
在
の
消
防
団
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
町
火
消
し
の

伝
統
－

わ
が
町

は
自
分
た
ち
の
手
で

守
る
と
い
う
精
神
が
、
二
百
年
た
っ
た

今
も
な
お
生
き
つ
づ
け
て

い
る
の
で

す
。

スポット ．一制度の紹介－

戸 籍 制 度

『
自
分
は
。
い

っ
た
い
ど
こ
の
謙

な
の
か

』
―

と

い
っ
で
も
推
理
小

説
’の
お
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の

『
ど
こ
の
誰
』
を

証
明
す
る
の
が
い

わ
ゆ
る
「
戸
崎
制

度
」
で
す
。

私
た
ち
は
社
食

生
活
を
営
む
上
で

自
分
の
圃
曙
や
敏

子
関
係
、
夫
婦
関

係
な
ど
を
公
に
証

明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す

。

た
と
え

ば
外
国

旅
行
を
す
る
た
め

に
旅
券
の
申
請
を
す

る
と
か
、
父
の

遣
産
を
相
続
す
る
と
き
、
あ
る
い
は

年
金

や
ほ
険
金
を
誚
求
す
る
場
合
な

ど
、
数
え
あ
げ
た
ら
き
り
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
に
戸
籍
の
謄
・

抄
本
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国

睹
や
親
族
関
係
を
容
易
に
証
明
す

る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
つ
ま
り

、

こ
の
戸
籍
制
度
は
、
自
分
を
公
に
証

明
す
る
唯
一
の
制
度
で
あ
り
、
国

や

自
治
休
の
行
政
施
策
の
基
本
と
な
る

も
の
で
す
。

さ
て
そ
の
仕
岨
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う

か
二

尸
藉
は
夫
婦

と
、
氏
を
同
じ
く
す
る
子
を
一
単
位

と
し
て
栂
成
さ
れ
、
出
生
か
ら
死

亡

ま
で
の
重
要
な
身
分
関
係

の
変
動
が
、

そ
の
つ
ど
記
載
さ
れ
ま
す

。
で
す
か

ら
。
總
幡
や
養
子
縁
組
で

ほ
か
の
戸

輪
に
移
動
し
て
も
、
相
互

に
関
連
す

る
戸
籍
を
簡
単
に
探
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
と
も

に
、
年
代
的
に
も
現

在
か
ら
過
希

遇
去
か
ら
現
在
と
た

ど
れ
る
よ
う

に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
度
は
み
な
ざ

ん
か
ら
の
届
出
を
基
礎
に
成
り
立
っ

て

い
ま
す
。
出
生
や
死
亡
な
ど
の
よ

う
に
ヽ

す
で

に
発
生
い
た
身
分
変
助

に
つ

い
て

は
、
一
定

の
者
か
ら
一
定

期
間
に
届
け
出

る
こ
と

が
義

務
づ
け

ら
れ
、
正

当
な
理
由

が
な
く
期
間
内

に
届
出
を
恵
っ
た
」へ
に
は
遇
科
｛
。
あ

や
ま
ち
料
゛
｝
が
踝
せ
ら
れ
ま
す
。

以
前
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い

ま
し
た

が
、
他
人
の
戸
籍
を
み
だ
り

に
探
索
し
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
侵
害

さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
て
き
た
た
め
、

昭
和
五
十
一
年
に
戸
籍
法
が
改
正
さ

れ
、
他
人
の
謄
・
抄
本
を
哨
求
す
る

場
合
は
使
用
目
的
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
、
不

当
な
目
的
に
使
用
さ
れ

る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
、
文
付

は
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
偽
り
そ
の
他
不
正

の
手
段
に
よ
っ
て
文
付
を
受
け

た
人

に
は
、
遇
料
の
制
裁

が
踝
せ
ら
れ
ま

す

。な
お
、戸
繙
謄
・
抄
本
の
請
求
に
は
、

一
通
二

百
円
の
手
致
科
が
必
要
で
す

。



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館
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文化財保謹

シンボルマーク

石
毋
田
供
養
塔
を
守
っ
て
い
こ
う

地
元
保
存
会
が
発
足

「
石
毋
田
供
餐
塔
」
は
、
昭
和
十
年

六
月
、
国
の
史
跡
に
指
定
を
受
け
た
文

化
財
で
あ
る
が
。
こ
の
貴
重
な
文
化
財

を
保
存
し
よ
う
と
、
地
元
有
志
に
よ
っ

て
、『
石
毋
田
供
養
塔

保
存
会
（
会
長
佐

藤
重
喜

）」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
石
塔
は
「
蒙
古
の
碑
」
ま
た
は

『
一
事
一
山
の
碑
』
と
呼

ば
れ
て
お
り
。

商
さ

Ｉ
・
ハ

メ
ー
ト
ル
、
『
元

』
の
使

い
と
し
て
渡
来
し
た
名
僧
、『
一
山
一
事
』

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
立
派
な
供
費
塔

が
石
母

田

に
あ
る
い
わ
れ
は
明
ら
か
で

な
い
が
、

今
後
の
研
究
の
た
め
に
も
守
り

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

保
存
会
で
は
、
昨
年
十
二
月

龍
裳
寺
住
職
に
よ
り
追
善
供
養

の
法
要
を
営
み
盛
会
で
し
た
。

今
年
Ｑ
予
定
と
し
て
。
町
の

軟
育
委
員
会
や
地
元
の
人
た
ち

の
協
力
を
得
て
、
敏
地
内
の
整

臟
や
供
養
行
事
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

わ
が
町
の
遺
跡
の
豊
庫
で
あ

る
石
毋
田
地
区
。
そ
の
地
元
の

人
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は

町
の
史
跡
を
守
る
上
で
の
一
役

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

供
養
墸
を
前
に

明
治
学
級
だ
よ
り

長

寿

を

祝

福

明
治
学
級
で
は
、
恒
例
の
新
年
会
、

お
よ
び
寿
祝

い
を
一
月
十
九
日
に
行

い

ま
し
た
。

こ
れ
は

。
毎
年
一
月
に
学
級
生
で
寿

祝
い
（
か
ぞ
え
七
〇
、
七
七
、
八
八
歳

）

の
該
当
者
に
会
費
を
出
し
合
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
に
記

念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
福

し
合
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
寿

祝
い
該
当
古
は
。
古
希
祝

（
七
〇
歳
）
が
朽
木
ト
ミ
さ
ん
を
は
じ

め
二
十
三
名
、
謇
寿
祝
｛
七
七
歳

｝
が

小
野
寺
省
二

さ
ん
を
は
じ
め
二
十
八
名
、

米
寿
（
八
八
歳
）
が
吉
田
民
蔵
さ
ん
を

は
じ
め
四
名
で
、
そ
れ

ぞ
れ
元
気
な
姿

で
記

念
品
を
受
取

り
ま
し
た
。

わ
が
町
の
明
泊

学
樋
は
、
昭
和
四
十

三
年

に
開
般
以
来

、
毎
月
一
～
二
回
、

年
間
十
五
～
二
十
回
の
幸
習
を
し
て
い

る
高
齢
者
学
級
で
、
在
籍
者

は
約
一
こ
五
〇

名

。
出
席
率
は
常
時
七
〇

～
八
〇
％
を

跨
っ
て

い
ま
す

。
学
習
と
と
も
に
行
事

活
勳
も
活
発
で
。
新
年
会

を
は
じ
め
謝

思
会
、
社
会

見
学
な
ど
四
季
を
と
お
し

て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
一
年
も
み
な
さ
ん
お
元
気
で
幸

習
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
。

学
級
委
員
長
よ
り
紀
念
品
簡
呈

青
年
学
級
だ
よ
り

「
青
春
祭
」
に

参
加
し
よ
う

国
兄
町
青
年
学
級
で
は
。
一
年
問
の

活
助
の
集
大
成
と
し
て
、『
青
春
祭
』
を

催
し
ま
す
。

の
ど
自
慢
大
会
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
演
劇
な
ど
、
学
級
生
が
力

を
合
わ
せ
総
力
を
結
集
し
て
準
爾
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
若
者
違
は
、
何
を
考

え
、
何
を
悩
み
。
何
を
求
め
て
い
る
の

か
…
…
…
…

み
な
さ
ん
、
誘
い
合
っ
て
ぜ
ひ

お
い

出
下

さ
る
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

○
と

き

三
月
四

日
（
日

）

正

午
よ
り

〇
と
こ
ろ

国
見
町
公
民
館

〇
会

皮

五
〇
〇
円

口
の
ど
白
慢
大
会

午
後

１
時
2
0
分
～
２
時
3
0
分

あ
な
た
の
素
晴
し
い
の
ど
を
カ
ラ
オ

ケ
の
バ
ッ
ク
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
。
応
募
方
法
は
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
直

接
か
電
話
で
。

ロ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

午
後
２
時
4
0分

～
３
時
2
0
分

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
で
思
い
っ

き
り
さ
わ
ぎ
ま
し
よ
う
。

口
演
劇

「
劵
う
ら
ら
」

午
後
４
時
～
５
時

（
製
作
意
図
》

胄
眷
と
は
、
愛
と
は
、
そ
し
て
友

情

と
は
Ｉ

。
こ
れ
ら
日
常
よ
く
使
わ
れ

る
こ
と
ぱ
が
ふ

と
脳
裏
を
か
け
め
ぐ
る

と
き
。
非
驚
に
重
く
、
む
ず
か
し
く
結

論
の
で
な

い
大
き
な
問
題
だ
と
悩
ま
さ

れ
ま
す
。
だ
れ
も
が
一
度
は
考
え
、
悩

む
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

れ
ら
を
通
り
す
ぎ
て
大
人

に
な
っ
て
い

く
の

力
も
し
れ
ま
せ
ん

。
こ
の
大
き
な

問
題

と
は

い
っ
た
い
な
ん
な
の
で
し
ょ

う
か
Ｉ

。

《
キ

ャ
ス
ト
》

・
羽
根
普
陬
…
…
高
校
時
代
は
非
行
少

年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
性
格
は
孤
独
で

す
が
裏
が
あ
る
。

・
斎
藤
政
利
…
…
大
学
受
験
に
失
敗
し

挫
折
。
日
和
見
主
興
的
な
考
え
を
す
る
。

・
遠
藤
豊
和
…
…
羽
根
善
陸
の
親
友
で

あ
る
。

・
横
山
聖
子

…
…
上
品
で

考
え
方
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
。



は
た
ち
の
思
い
も
新
た
に

‐
新

成

人

者

が

誕

生
・

一
月
十
五
日
、
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
四
九
人
の
斬
成
人
者
を
迎
え

て
、
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
皙
陣
り
で
寒

い
一
日
で
し
た
が
。
会
場
は
晴
れ
や
か

な
若
者
達
で
熱
気
が
い
っ
ぱ
い
。
い
つ

も
は
ジ
ー
パ
ン
愛
用
の
娘
さ
ん
も
、
こ

の
日
ば
か
り
は
あ
で
や
か
な
着
物
に
身

を
つ
つ
み
。
神
妙
な
面
持
で
式
に
の
ぞ

み
ま
し
た
。

式
は
十
時
か
ら
始
め
ら
れ
、
佐
藤
町

長
の
式
辞
、
成
人
征
書
の
授
与
、
来
賓

の
祝
辞
、
そ
し
て
、
成
人
者
を
代
表
し

て
森
江
野
の
大
波
仲
さ
ん
が
力
強
く
答

辞
を
述
べ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
た
ち
の
春

の
よ
ろ
こ
ぴ
を
か
み
し
め
て
い
ま
し

た
。

成
人
代
表
者
の
答
辞

新
着
図
書
あ
ん
な
い

Ｏ
女
帖
（
半
村
良
）
〇
魔
女
伝
説
（
同
）

Ｏ
於
鴛
（
大
原
富
枝
）
Ｏ
め
ぐ
り
あ

い

（
岡
）
Ｏ
狐
と
褄
む
（
同
）
〇
深
重
の

海
（
津
本
場
）
Ｏ
呪
い
の
ｔ

（
平

岩
弓

枝

）
Ｏ
火
の
航
跡
（
同
）
Ｏ
五
月
の
女

（
同
）
Ｏ
つ
わ
も
の
の
賦
（
永
井
路
子
）

Ｏ
王
者
の
妻
（
鬨

）
Ｏ
歴
史
を
き
わ
が

せ
た
女
た
ち
～
日
本
糾
（
同
）
Ｏ
北
条

政
子
（
同
）
〇
出
雲
の
阿
国
上
・
中
・

下
（
有
吉
佐
和
子

）
Ｏ
女
二
人
の
ニ
ュ

ー
ギ
ュ
ア
（
閧

）
Ｏ
げ
い
し
や
わ
る
つ

・
い
た
り
あ
の
（
鬨

）
Ｏ
風
鮫
（
松
本

漕
張

）
Ｏ
紅
花

（
井
上
靖
）
Ｏ
白
の
十

字
架
（
森
村
鰄

こ

Ｏ
東
琴
の
墓
①
～

④
（
五
木
寛
之
）
Ｏ
蒼
ざ
め
た
馬
を
み

よ
（
同

）
Ｏ
日
ノ
彫
村
の
一
族
（
同

）

〇
ま
ど
う

（
瀬
戸
内

晴

美
）

○
幻
花

｛

同
｝
Ｏ
　

駝
の
夢
（
三
浦
哲
郎
）
う

ぬ
ぽ
れ
鏡
（
萩
原
葉
子

）
Ｏ
か
え
り
花
　

（
同
）
Ｏ
深
谷
草
紙
（
五
木
寛
之
）
Ｏ

男
は
こ
ろ
り
女
は
ご
ろ

り
（
田
辺
聖
子

）

Ｏ
三

十
す
ぎ
の
ぽ
た
ん
富
（
同

）
Ｏ
花

の
浮
草
（
石
川
倉
三

）
Ｏ
そ
の
最
後
の

世
界
（
同

）
Ｏ
充
た
さ
れ
た
生
活
（
鬨
）

○
そ
の

男

（
池

波
正

太
郎

）

Ｏ
鬼
平

犯
科
帳
（
同
）
Ｏ
私
の
洩
草
（
沢
村
貞

子
）
〇
彼
方
の
水
盲
（
高
橋
た
か
子
）

Ｏ
人
形
愛
｛
同
｝
Ｏ
棗
帝
の

い
な
い
八

月
（
小
林
久
三

）
Ｏ
こ
の
生
命
あ
る
限

り
（
大
石
邦
子

ズ
）
こ
の
愛
な
く
ば
（
同

）

夫婦なかよく
さくらんぽ学級とは、

公民館を中心とした若

い夫婦の災まりです。

さくらんば学級生　その8

佐

藤
　

秀

世

さ

ん

（
二

九
）

公

子

さ

ん

（
二

八
）

石
毋
田
字
弁
天
沢
1
8の
１

長
男
滋
く
ん
｛
三
｝
　
二
男
淳
く
ん
（
二
）

（
家
族
》

夫
婦
．
子
ど
も
二
人
、
父
母
、
祖
母
、

妹（
結
婚
し
た
の
は
》

昭
和
四
十
九
年
四
月

《
妻
に
対
す
る
各
代
の
見
解
）

力
－

ル

ー
プ
ッ
セ
氏
「
幸
福
は
山
の
あ

な
な
た
に
Ｉ

」

大
平
総
理

ｎ
あ
Ｉ
う
一
六
十
点
ぐ
ら
い

で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

ブ
タ
氏
「
も
っ
と
エ
サ
を
ｌ

」

佐
藤
秀
世
氏
『
災
い
を
も
た
ら
す
言
葉

は
○
に
し
た
く
な
い
』

《
夫
に
関
す
る
三
ヵ
条
》

ひ
と
つ
、
人
前
で
お
な
ら
を
し
な
い
こ

と
（
ク
サ
イ
モ
ン
．
ア
ナ
タ
ノ
）

ふ
た
つ
、
鼻
ク
ソ
は
チ
リ
紙
で
ふ
く
こ

と
（
ズ
ポ
ン
デ
フ
カ
ナ
イ
デ
）

み
っ
つ
．
毎
日
お
ふ
ろ
に
入
る
こ
と

（
豚
舎
は
ホ
コ
リ
ッ
ポ
イ
ノ
ヨ
）

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
四
年
一
月
二
十
七
日

七
十
八
盆
梅
二
一
二
綻
び
ぬ
　
　
　
　

奥
山

甲
二

想
出
の
苦
労
話
も
初
笑
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

口
惜
し
や
入
歯
気
に
な
る
雑
煮
餅
　

野
村
た
か
し

友
垣
の
一
人
減
り
た
る
賀
状
か
な
　

藤
田

勝
衛

絶
ち
切
れ
ぬ
煩
晒
残
す
除
夜
の
鍠
　

八
巻

正
雄

百
八
の
餓
の
音
ひ
ぴ
き
去
年
今
年
　

加
藤

痴
仏

弥
陀
仏
の
瑠
璃
戸
開
き
て
初
明
り
　

須
田

楽
山

農
の
初
め
今
年
も
老
一
人
か
な
　
　

佐
久
間
山
月

旧
交
を
あ
た
た
め
酌
み
て
寒
ゆ
る
ひ

奥
山

剛
田

な
つ
か
し
さ
一
入
と
あ
る
賀
状
か
な

小
野
寺
蔦
水

老
の
家
を
覗
き
て
親
し
寒
雀
　
　
　

阿
部

事
司

初
雷
の
浮
世
を
無
垢
に
塗
り
つ
ぷ
し

阿
部
し
げ
を

侘
助
の
一
帖
庭
を
支
え
け
り
　
　
　

佐
藤

圃
構

賽
銭
を
孫
に
も
配
る
初
詣
　
　
　
　

角
田

昭
子

「
青
葉
城
恋
唄
」
流
れ
年
暮
る
る
　

萩
原

吐
絹

肩
の
荷
が
お
り
た
る
夜
の
炬
燵
か
な

藍
沢

秋
子

前
山
は
木
々
を
通
し
て
初
明
り
　
　

熊
坂
き
よ
子



－
２ 月 如 月 （ きさ ら ぎ）

019 日 ・万 国 郵便 連 合 加盟 紀　

念 日

028 日 ・ 春 の全 国 火 災 予防 連　

動 始 ま る （~一 月 ﾛ 日までs　3

月 弥生 （や よ い ）

０ １ 日・ 全 国緑 化 運 動

０ ３ 日・ 耳 の 日

０ ６ 日 ・啓 蟄 （ け い ちつ）

０ ７ 日 ・消 防 記 念 日

０ ８ 日 ・国 際 婦 人 デ ー

啓 蟄（け い ち つ ） 啓 蟄、

即 ち冬 ご もり の 虫 の 這い 出 る

意 。 二 十四 節 気 の 一 つ。 太陽

の 黄経 が34s 度 の 時 で陰 暦 ２

月の 節 。 太陽 暦 の ３月 ６ 日前

後 一 広 辞 苑－ 。

土 の 巾l 二冬 眼 し てい た虫 が

覚 め て穴 の中 から 遒 い 出 る こ

と を 囂い 。 眷 の 季 語に な っ て

い ま す。 こ の こ ろ 大陸 方 面 か

ら 南 下 す る寒冷 前 線の 影 響 で

春富 が鳴 るこ と が あり 、 こ れ

に 驚 い て虫 が穴 か ら飛 び出 る

と い うこと で 、 虫出 の 雷 と い

い ま す。 実 際 に ヘ ビ やト カ ゲ 。

カ エ ル など が 土 中 から 出 て く

る の は 、 わが 圜 で は暦 よ り 遅

れま す 。

心配ごと相談日

鳩所：役場宿直室

時間：９時～12畤

こ まったことや心配ご とがあり

ましたらお気軽 にご相談` Fさい。・

秘密は絶対に守り ます。

〔相 談 員〕

２月 日 ( 土） 飴　 木　 正 雄

佐久岡　 い　 ち

３月５日 （月）遠 藤 喜　 市

渋　 谷 愛 子

３月15 日（本） 菊 堆 正　 泊

長谷 川　 キ　 ン

３月Z4 日（亅=）宇 佐 美 兵 藏

佐 藤 ノりレヨ

募
集
作
文
発
表

あ
あ

こ
わ
か
っ
た

藤
田
小
学
校
　
二
年

野
村
　
正
晴

五
月
二
十
日
、
土
よ
う
日
の
こ
と
で

す
。
ぽ
く
は
、
ひ
で
み
ね
く
ん

と
お
に

い
ち
や
ん
と
自
て
ん
車
の
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
さ
か
み
ち
を
く
だ
っ
て
き
た

と
き
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
ら
す
こ
し
も

き
き
ま
せ
ん
。
お
っ
か
な
く
な
り
ま
し

た
。
下
の
み
ち
ま
で
行
っ
た
ら
と
ま
る

か
な
と
お
も

い
ま
し
た
。
で
も
と
ま
り

ま
せ
ん
。
あ
っ
と
お
も
っ
た
ら
車
が
す

ぐ
わ
き
に
見
え
ま
し
た
。
お
っ
か
な
く

な
っ
て
む
ち
ゅ
う
で
（

ン
ド
ル
に
し
っ

か
り
つ
か
ま
り
ま
し
た
。

も
う
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ろ

ん
で
ち

が
出
ま
し
た
。
あ
と
は
。
ぼ
く

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
や

と
な
り
の
人
た
ち
が
き
た
の
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。
き
ゅ
う
き
ゅ
う
車
が
き
た
の

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
た
い
と
お
も
っ

た
と
き
は
ふ
わ
ふ
わ
し
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
ぴ
ょ
う
い
ん
で
し
た
。

お
な
か
が
と
て
も
い
た
か
っ
た
。
あ

た
ま
も
い
た
か
っ
た
。
あ
ご
か
ら
は
、

ち
が
出
て
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
目
が

う
ご
く
み
た
い
で
し
た
。
も
う
こ
ん
な

こ
と
は
い
や
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
と
て
も
し
ん
ぱ
い
し
ま
し

た
。
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
は
ぽ
く
を
か
ん
び

よ
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぽ
く
は
み
ん

な
に
め
い
わ
く
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
学
校
の
先
生
が
た
に
も
、
め
い
わ

く
や
ら
し
ん
ぱ

い
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
も
う
こ
ん
な
こ
と
は
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
つ
た
か

と
い
う
と
、
ぽ
く
の
自
て
ん
卓
の
ブ
レ

ー
キ
が
き
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
大
き

い
ど
う
ろ
に
出
る
と
き
は
と
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、

と
ま
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

い
つ
も
先
生
に
い
わ
れ
て
い
る
の
に

わ
す
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん

ど
自
て
ん
車
に
の
る
と
き
は
、
ち
ゅ
う

い
を
よ
く
ま
も
っ
て
の
ら
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。

と
も
だ
ち
も
、
白
て
ん
水
に
の
る
人

は
、
こ
し
ょ
う
の
な
い
白
て
ん
皐
で
、

ら
ゆ
う

い
を
よ
く
ま
も
っ
て
の
っ
た
ら

い
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

ぽ
く
は
、
じ
こ
の
と
き
、
ほ
ん

と
う

に
い
た
か
っ
た
の
で
気
を
つ
け
ま
す
。

あ

つ

か

し

山

に

「

野

鳥

の

森

」

鳥
獣
保
護
区

に
指
定
さ
れ
た
あ
つ

か

し
山
に
、
野
鳥
の
森

が
透
成
さ
れ
ま
し

た
。あ

つ

か
し
山
は
風
光
明
媚
（

び
）
で

町
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、

一
方
、
野
鳥
の
繁
殖
地
で
も
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
小
鳥
が
樓
息
し
て
い
ま
す
。

野
鳥
の
森
は
、
こ
れ
ら
を
保
護
し
な

が
ら
繁
殖
さ
せ
、
人
間
と
小
鳥
が
な
か

よ
し
に
な
れ
た
ら
…
…
。
そ
ん
な
願
い

を
こ
め
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
山
頂
付

近
に
は
巣
箱
、
探
鳥
路
、
東
屋
、
さ
ら

に
案
内
板
も
取
り
付
け
ら
れ
、
謇
の
肋

れ
を
待
っ
て
い
ま
す
。

案内板

東 屋

野鳥の森の
施　設

餌
台



申
告
は
３
月
１
５
日
ま
で

に所
得
税
・
町
県
民
税
・
個
人
事
業
税

こ
と
し
も
所
得
税
、
町
県
民
税
、
個

人
事
業
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
次
の
日
程
で
申
告
相
破
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
こ
の
決
め
ら
れ
た

期
聞
内
に
申
告
し
な
い
と
、
納
税
者

に

と
っ
て
不
利
益
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
下

さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
決

め
ら
れ
た
日

に
來
れ
な

い
方
は
他
の
日
で
も

い
い
で

す
が
、
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
な
る
ぺ
く
日
程
表
ど
お
り
に

お
い
出
下
さ
る
よ
う
お
飜
い
い
た
し
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と

の

’ｙ
告
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

劭
莟

日
は
、
印
鑑
、
申
告
に
必
要
な
Ｉ
　

類
を
持
参
し
て
下
さ

い
。

劭
所

得
脱
の
確
定
巾
告
書
を
提
出

さ
れ

た
方
は
。
町
県
民
税
、
個
人
事
業
税

の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ

り

ま
せ
ん
。

の
町

県
民
税
の
申
告

奮
を
提
出
さ
れ
た

方
は
。
個
人
事
業
税
の
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

還

付

申

告

も

忘

れ

ず

に

次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
誰
損
控
除

地
震
や
火
災
、
風
水
書
な
ど
に
よ
り

住
宅
な
ど
の
建
物
と
か
生
活
用
家
財
に
、

そ
の
年
の
総
所
碍
金
額
の
十
分
の
一
以

上
の
損
害
を
受
け
た
場
合

②
医
療
費
控
除

自
分
や
家

族
の
医
療
費
で
、
保
険
な

ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
分
を
差
引

い
た
支

払
額
が
、
そ
の
年
の
総
所
得
の
五
（

－

セ
ン
ト
ま
た
は
五
万
円
を
超
え
る
場
合
。

③
そ
の
他

給
与
所
得
者
が
年
末
飼
整
の
際
。
各

穫
控
除
の
申
告
を
も
ら
し
た
り
、
住
宅

取
得
控
除

が
あ
る
場
合

。（
注

）
本
年
度

か
ら
住
宅
取
得
控
除
に
ロ
ー
ン
控
除
が

般
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
。
ね
わ
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
福
島
税
務
署
（
電
話

三
四
－

三
一
二

こ

か
税
羈
相
談
室
福

島
分
童
｛
三
三
一

四
八
一

こ

に
お
た

ず
ね
下

さ
い
。

Ｏ
斎
藤
畳
七
さ
ん

（
山
崎
字
舘
東
十
の
四

）

惣
次
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
掌
校
へ
…
…
…
一
万
円

県
北
中
掌
校
へ
…
…
…
一
万
円

町
社
會
橸
接
苡
会
…
…
…
一
万
円

○
高
檎
貴
夫
さ
ん

｛
藤
田
字
北
｝二
四
）

タ
ケ
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
学
校
へ
…
…
…
｝一
万
円

県
北
中
学
校
へ
…
…
…一
一
万
円

Ｏ
朽
木
繊
維
株
式
会
社

（
社
長

朽
木
哲
也
）

鉄
骨
組
立
式
テ
ン
ト
一
張
を

小
坂
小
へ

遠
藤
喜
市
さ
ん

Ｏ
民
生
委
員

佐
野
市
郎
さ
ん

よ
り

曳
地
善
作
さ
ん

還
歴
祝
い
と
し
て
…
…
…
一
万
円

Ｏ

前

田

民

謡

会

（

代

表

安

藤

良

こ

１

月
2
8
日

の

民

畷

発

表

会

益

金

三

万

五

千

円

Ｏ

大

津

昭

一

さ

ん

（

森

山

字

中

ノ

目
3
1
）

利

一

さ

ん

の

ご

遺

志

…

…
…
一
一
一
万

円

カ
ッ
プ
ル
誕
生

氏
　

名
　

郎

落
（
前
住
肝
）

・’
小
野

政
美

第
　

一

］
小

野

初
子

第
　

一

皿た ち１人１人が魯のまわりに

ある厶ダをlよぷ●物やJ－ネルギー

－を大切にしようとする月聞で．

エネルギーの効藥を皿適かつ皿

高に活帛しまし ょう．

そこで亀気の厶 ダな使い方をな

くすこと．

まずは身のまおりから…………

あなたの晦圓に、つ14放しの亀

灯やコタツ、見ていないと ●の

チレピなどあり ませんか．

昭和53 年分所得申告相談日程表

会場　町民福祉センター

月 口 耀 申 告 相 談 対 象 柤雄畔闖

２ 16 盒 小坂・太田川・前田・飯檎・泉田上
・畤か6

1S畤まで

19 月 泉田中・泉田下・鳥取・内谷西・内谷竄

20 大 確定申告(農業業〉

ZI 水 ・ （　● ）

22 木 ・ （営庶震）

23 金 大 技 全 域

26 月 纂１・第２・第３・第４

27 火 纂５・簒６・篇７・第８

28 水 第９・第10・豸11 ・ 第12

３ １ ＊ 破定申告(  営 庶 )

２ 金 ・　（ ４　 農業）

３ 土 駅圃・箟町・大町i ・大町ｔ・本町・宮町市

５ 月 富町北･ 町裏･ 上野，潭京山家･ 西･ｌ 一大坂･ 富●

６ 火 耡町・山鳩夐･ 沌山・富家・山崎鷦・山嶋小鯰･ 畊谷

７ 水 確定中告（農 業）

８ 木 石毋田全城

９ 會 光明寺・大木戸

12 月 山根・轟城・貝田

13 火 価定申告（農 業）

14 水 ● （　・ ）

15 木 役場で相顛受付

２ 月は雀エネルギー月間です

善
意
の
窓



お
知
ら
せ

入

学

生

を

募

集

福

島
中
央

高

通
信
課

程

県
立
福
鳥
中
央
高
審
通
信
課
程
で
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
の
人
学
生
を
募
集
中

で
す
。
高
等
学
校
の
卒
葉
資
格
を
取
得

し
た
い
方

。
一
般
教
餐
を
高
め
た
い
方

な
ど
、
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
、
筆
記
賦

験
が
な
く
書
類
選
考
の
み
で
入
学
で
き

ま
す
。

学
習
は
、
家
庭
で
教
科
書
、
掌
習
書

（
と
も
に
無
償
給
与
）
を
読
み
、
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
し
て
掌
校
に
送
る
ほ
か
、

月
二
回
程
度
日
曜
日
に
面
接
授
業
｛
ス

ク
ー
リ
ン
グ
｝
を
受
け
る
も
の
で
す
。

面
接
会
場
は
本
校
の
ほ
か
に
、
郡
山

北
工
高
、
船
引
高
、
白
河
女
子
高
、
い

わ
き
中
央
高
、
相
馬
農
高
の

各
校
に
も

ご
協
力
を
得
て

お
り
ま
す
。

入
学
希
望
の
方
は
、
郵
便
切
手
百
円

を
同
封
し
次
の
と
こ
ろ
に
願

書
な
ど
を

ご
請
求
下
さ
い
。

募
集
人
員

醫
通
科

四
百
名

応
募
資
格

中
学
卒
ま
た
は
同
等
以
上

の
半
力
の

あ
る
方

願
書
受
付

昭
和
5
4年
２
月
1
4
日
｛

水
｝
～
４
月

1
9日
（
木
）
ま
で

提
出
書
類

・
入
半
凧
書
（
＊

校
所
定
の
も
の
）

・
出
身
中
学
校
訓
亶
書
（
県
立
高
校
用
）

・
入
学
の
匐
機
に
つ

い
て
の
作
文

・
写
真
四
枚
（

４
×

３
弖

・
郵
便
切
手
二

九
〇
円

入
学
選
考

提
出
番
類
に
よ
り
行
う

問
い
合
わ
せ

〒
九
六
〇
福

鳥
市
渡
利
字
七
社
宮
1
7
　

福

鳥
中
央
高
等
掌
校
通
信
制
課
程

Ｓ
Ｏ
二
四
五
（
2
3
）
四
七
七
〇

国

鉄

コ

ン

テ

ナ

引

っ

越

し

相

談

会

ま
も
な
く
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で

す

が
、
そ
れ
を
前
に
し
て
国
鉄
で
は
コ
ン

テ
ナ
引
っ
越
し
相
岐
コ

ー
ナ
ー
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下

さ

い
。

▼
期
間

三
月
七
日
（
水

）
か
ら
三
月

十
二
日
（
月

）
ま
で
。（

時
間

は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時

三
十
分
ま
で
）

▼
場
所

福
鳥
駅
前
、
山
田
百
貨
店
三

階
（
こ
も
れ
び
広
瑚

）

問
い
合
わ
せ
は
仙
台
鉄
道
管
理
局
貨

物
営
裏
セ
ン
タ
ー
福
鳥
支
所

’‘
如
七
七

一

七
二
ま
で
。

ネ
ズ
ミ
講
は
全
面
禁
止

先
の
臨
時
国
会
で
『
無
限
連
鎖
講
の

防
止
に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ
れ
、

ネ
ズ
ミ
購

が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
昭

和
五
十
四
年
五
月
十
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

〔
開
設
・
運
営
〕
ネ
ズ
ミ
講
を
閥
い
た

り
運
営
し
た
者
は
ご

二
年
以
上

の
懲
役
、

ま
た
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

場
合

に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
懲
役
と
罰

金

が
併
糾
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

〔
勧
誘
〕
ネ
ズ
ミ
講

に
加
入

す
る
こ
と

を
勧
誘
し
た
者

は
、
二
十
万
円
以
下

の

罰
金

に
な
り
ま
す

。
な
か
で
も
、
職
業

的
に
勧
鵬
し
た
者

に
つ

い
て
は
罪
も
重

く
。
一
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
三
十

万
円
以
下

の
罰
金
で
す
。

国

保

の

届

出

は

早

め

に

今
年
は
国
保
の
被
保
険
者
証
の
書
き

替
え
が
あ
り
ま
す
。
社
会

保
険
な
ど
に

入
っ
た
り
、
ま
た
や
め
た
り
し
た
方
で

届
出
を
し
て
い
な

い
方
は
早
め

に
役
鳩

注
民
譚
へ
届
け
て
下
さ
い
。

編
集
日
記

○
暖
冬
と
い
わ
れ
て

い
る
今
年
卜

。

今
が
一
喬
寒
い
時
期
な
の
に
、
や
わ
ら

か
い
陽
ざ
し
に
梅
が
満
開
。
春
先
の
よ

う
な
天
候
が
続
い
て

い
る
。
暖
か
い
の

は
結
構
だ
が
、
山
の
槙
言
も
極
端
に
少

な
く
、
今
年
の
水
不
足

が
心
配
さ
れ
る
。

○

県
の

広
報
協

会
主

催
で

毎
年
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
五

十
三
年

度
に
お
い
て
、
わ
が
町
が
組
写

真
の
郎
で
特
選
、
ま
た
広
報
紙
も
佳
作

に
入
賞
し
た
。
組
写
臭
は
、
宮
城
県
沖

地
震
直
時
の
町
の
様
子
を
撮
っ
た
も
の

だ
が
、
う
れ
し

い
と
い
う
以
上

に
と
ま

ど
い
を
鴎
じ
て

い
る
。

○

だ
が
、
一
枚
の
写
真
は
百

の
説
明
文

よ
り
も
訴
え

る
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま

た
、
二

度
と
再
現
で
き
な
い
責
重
な
資

料
と
な
る
。
こ
の
組
写
真
は
全
国
の
コ

ン

グ
ー
ル

に
出
品
さ
れ
る
こ

と
に
な
る

が
、
わ
が
町
の
実
愉
を
。
そ
し
て
地
震

の
恐
し
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
人

に
わ

か
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
と
思

う
。

み

ん

な

の

町

で

す

。

美

し

く

吸

い
が
ら
の
投

げ
捨
て

は

や
め
ま
し
ょ
う
。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

瞽

’
月

中
に
Ｉ

け
ら
れ
た
方
｛

欹
棒
略
ｙ

｛

父

の

氏

名

｝
（

子

の

名

）
｛

部

落

｝

斎

藤

清

美

智

之

太

田

川

八

魯

寛

幸
　

晢
　

徳

江

北

松

浦
　

修

み

の

り

潭

覃
山
四

齊

藤

幹

夫
　

崇
　

川

内

吉

田
　

保

や

す

子

泉

田

中

松

田

富

男

成

教

員

田

武

田
　

智

梨

岐

踈
宗
山

北

・
村

上

孝

市

仁

美

第

八

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

一

月
中
に
Ｉ

け
・
り
れ

た
力
｛

欷
林

略
一

｛

氏

名

｝
　

（

年

齢

》

｛

部

落

｝

高

檎

夕

ヶ
　
7
2
　

富

町

北

菊

地

久

四

郎
　
6
1
　

石
毋
田

原

八

巻

萬

捷
　
7
4
　

第

七

齊

藤

惣

次
　
7
8
　

山
碑
小
鉢

荒

啓

三

郎
　
6
2
　

第

十

一

熊

坂

潭

藏
　
8
2
　

内

谷

酉

斎

藤

サ

ト

ミ
　
6
6
　

石
毋

田
き

菊

地

伴

七
　
5
4
　

石
毋

田
原

瀬

戸
　

ク

ラ
　
　
8
4
　

中

部

酒

井

忠

雄
　
5
7
　

高

城
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